
プログラム例

第１章 ハラスメントについて学ぶ必要性

改正労働施策総合推進法（パワハラ防止法）

ハラスメントが及ぼす影響（被害者・加害者・職場・会社）

第２章 パワハラを理解する

パワハラの定義と６つの行為類型

パワハラの判定基準

ワーク／ケースで理解するパワハラ

第３章 パワハラを予防する

事前の工夫と事後の工夫

部下にかけたい言葉、言ってはいけない言葉

𠮟り方と労い方

問題化した場合の対応

第４章 セクハラを理解する

セクハラの定義（変更点含む）

対価型セクハラと環境型セクハラ

ワーク／ケースで理解するセクハラ

第５章 その他のハラスメントを理解する

マタハラ・ケアハラ・テレハラ（リモハラ）など

ハラスメント予防研修
ハラスメントの種類や判定基準、予防に必要なコミュニケーションのノウハウや注意点を学ぶ

本研修の概要

受講対象・人数

近年、職場のハラスメントは右肩上がりで増加し続け、社会問題

となっています。ハラスメント加害者の多くは、「自分がハラスメ

ントをしている」という意識がありません。その背景には、「ハラス

メントに関する知識不足」「職場に根付く旧態依然とした価値観・

固定観念」「上司・部下間のコミュニケーション不全」などの問題

があります。本研修では、これらの問題を改善し、ハラスメントの

発生を予防するため、ハラスメントの種類や判定基準、職場での

コミュニケーションのノウハウや注意点を学んでいきます。

所要時間
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管理職層・管理職登用前のリーダー層

※30名程度

７時間程度（昼食休憩60分含む）

プログラムを若干圧縮して、午後のみ（５時間程度）の研修として
開催することも可能です。お気軽にご相談ください。
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ハラスメント予防研修
ハラスメントの種類や判定基準、予防に必要なコミュニケーションのノウハウや注意点を学ぶ


